
(9月

高
齢
者
に
字
書
提
供
す
る
ひ
と
つ
の
喜
と
し
て
襲
警
誤
差
し
た
の
は
、
わ
ず
か
六
時
習

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
て
は
余
間
的
な
広
が
り
ム
を
見
せ
、
正
薩
な
数
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
副
長
ぷ
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
戸
庁
、
高
齢
者
自
社
会
葬
加
と
生
き
が
い
に
つ
い
て
由
委
設
が
強
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
平
懇
m
ー
で
も
高
齢
者
の
記
つ
豊
か
な
経
巌
と
舵
力
を
社
会
に
役
マ
で
、
働
〈
こ
と
に
よ
り
生
会
炉
い
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
生
善
品
川
い
事
業
問
者
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。
九
万
十
五
日
は
敬

老
の
回
二
一
一
年
自
を
理
一
え
た
生
脅
か
い
事
業
団
を
紹
介
し
な
が
ら
、
働
〈
誼
用
ぴ
と
苧
苔
か
い
に
つ
い
て
会
聞
の

み
な
さ
ん
に
お
開
聞
き
し
受
し
た
。
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喜

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
鈴
木
ネ
み
さ
ん

(
徳
延
ム
肋
龍
)
は
「
軍
事
白
お
手
伝

い
に
行
く
先
々
で
領
一
掬
で
助
か

pま
す

と
か
、
安
心
し
て
た
の
め
ま
す
。
ま

た
、
続
時
聞
の
仕
事
で
も
気
持
ち
一
よ
く

来
て
く
れ
る
し
、
い
ろ
い
ろ
喜
ん
で
く

だ
さ
る
一
の
で
と
て
も
ろ
L
れ
し
い
て
す
。

己
れ
ぞ
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
で
き
る
私

金
額
が
七
手
五
百
四
十
六
万
三
千
八
十
え
て
き
て
い
ま
す
。
白
仕
事
、
生
き
が
い
が
あ
る
と
感
じ
て

五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容
を
職
種
別
に
み
る
と
、
い
ま
す
」
と
、
樹

i喜
び
を
語
っ
て
お

乙
れ
を
年
度
到
の
月
平
均
慌
で
み
る
毘
内
属
外
の
軽
何
作
業
が
全
障
の
五
O
前
ら
れ
ま
ヲ
。

生
き
が
い
翼
団
は
、
す
で
に
と
長
と
、
受
託
件
数
ぺ
は
五
十
五
年
産
主
一
言
め
圧
倒
的
に
き
、
次
い
長
木
寄
せ
ら
れ
る

知
の
と
お
り
健
鹿
で
観
〈
一
哲
欲
の
あ
十
六
件
、
五
十
」
ノ
母
度
が
九
十
冗
件
、
職
、
大
工
、
設
装
な
ど
の
技
能
璃
と
な

真
喜
以
上
の
市
内
の
お
郎
r
寄
り
に
五
十
七
年
度
が
百
一
件
と
な
っ
て
お
コ
て
い
ま
す
。
控
室
聴
に
つ
い
て
感
謝
の
手
紙

会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
能
力
、
希
裂

D
、
配
分
金
で
は
モ
れ
ぞ
れ
百
四
十
五
は
、
会
員
の
数
に
比
し
て
什
一
事
の
申
し
一
方
、
仕
事
の
発
没
者
で
あ
る
市
民

に
応
じ
て
仕
事
そ
し
て
い
た
だ
く
シ
ス
万
九
千
円
、
コ
百
七
十
七
万
七
手
円
、
込
み
が
多
く
、
植
木
田
手
入
れ
な
ど
ほ
の
み
な
さ
ん
の
反
応
と
し
て
は
、
「
仕

テ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
百
六
十
(
万
七
手
円
と
、
発
足
し
て
す
で
に
年
内
は
、
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
事
が
て
い
ね
い
で
非
常
に
よ
か
っ
た
」

仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
躍
内
密
外
間
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
怠
識
に
期
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
か
「
ま
た
刷
用
車
も
お
願
い
し
ま
す
い

の
軽
作
業
を
は
じ
め
、
大
工
、
植
木
、
し
理

a

e

}

;

と
い
う
警
や
お
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
て

襲

な

と

技

能

的

主

主

義

的

襲

く

よ

ろ

こ

ア

い

手

。

芝

、

八

雲

監

問

中

初

な
仕
事
、
軍
事
手
伝
い
、
関
守
番
な
ど

s
g彦
事

a

7

i

枝
さ
ん
は
、
叶
台
所
由
摺
築
に
引
き
続

の町村山
ιれ
引
入
れ
な
ど
前
入
会
の
動
機
は
健
康
の
た
め
吟
村
山
首
ペ
崎
町
一
川
町

民
か
ら
の
位
頼
が
あ
り
ま
す
と
、
あ
ら
モ
れ
で
は
、
せ
ん
だ
っ
て
会
員
の
み
自
で
一
切
r

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
う
か
人
民
、

ζ
ち
ち
の
希
望
も
い
ろ
い
ろ
取

か
じ
め
金
持
に
な
録
を
し
て
い
る
お
毘
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
!
ト
調
読
を
し
ま
し
が
わ
れ
ま
す
。
り
入
-
一
れ
て
ず
み
ず
み
ま
で
が
誌
の
配
っ
た

持
D
の
な
か
か
ら
希
望
磁
母
L
あ
わ
せ
た
の
で
、
そ
む
内
轄
を
紹
介
し
ま
じ
よ
さ
ら
に
、
会
員
の
家
臨
の
感
部
に
つ
使
い
や
す
い
作
D
で
、
工
事
も
蝦
調
に

て
、
該
汚
す
る
会
員
に
連
絡
し
、
山
詞
う
。
い
て
は
、
八
四
引
が
「
喜
ん
で
い
る
」
進
み
ま
し
汁
古
生
き
が
い
事
業
宿
の
方

の
部
九
ム
《
き
い
た
う
え
で
、
位
軒
先
ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
会
誌
の
み
な
さ
ん
と
詫
え
て
お
り
、
反
対
レ
て
い
る
ま
旗
方
に
大
き
な
拍
手
を
活
り
た
い
と
患
い

慌
迭
し
ま
す
。
全
員
を
対
盟
に
行
い
、
一
一
一
口
九
人
か
ら
は
沼
野
と
と
く
わ
ず
か
で
す
。
ま
す
一
と
需
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

韓
併
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
限
れ
が
帯
ぜ
ら
れ
ま
し
た
1

次
に
会
員
に
な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
事
業
団
の
箆
陪
孝
二
期
一
事
長
が
「
私

位
相
主
か
ら
日
刊
に
相
w
J
ず
る
配
介
金
ま
ず
、
仕
事
に
対
す
る
感
摺
に
つ
い
樹
い
て
み
る
と
「
健
岐
必
た
め
」
が
一
た
ち
は
出
聞
け
る
間
は
聞
き
ま
し
k
う。

と
、
乙
の
配
付
金
の
K
Fに
あ
た
る
事
て
み
る
と
一
楽
し
く
で
み
玄
主
~
一
一
竺
き
番
多
く
七
一
軒
、
次
い
で
「
観
〈
乙
と
そ
の
代
わ
り
、
若
者
と
ち
が
ち
か
ら
休

務
費
、
モ
れ
に
材
料
習
な
ど
の
実
置
を
が
い
を
感
じ
た
」
と
向
山
科

υた
人
が
九
が
生
き
が
い
だ
か
ら
」
が
五
四
貯
と
な
聾
も
斗
分
と
り
ま
し
ょ
う
。
進
ん
で
働

い
た
だ
き
ま
す
が
、
記
分
金
に
つ
い
て

C
F
を
占
め
て
い
ま
す
。
仕
事
の
印
譲
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
ぺ
多
少
の
ζ

ず
吉
、
余
暇
を
斐
顔
で
殺
し
む
の
が
往
き

は
そ
の
ま
ま
の
八
rl討
を
岳
民
に
さ
ち
に
つ
い
て
も
一
概
き
よ
か
っ
た
一
と
将
か
い
を
得
る
た
め
」
四
五
軒
と
数
字
が
が
い
で
す
い
と
語
ら
れ
る
去
っ
に
、
高

ジ
ス
テ
ム
に
な
っ
亡
い
ま
す
。
え
た
も
の
が
九
八

rと
な
っ
て
お
り
、
出
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
自
分
で
眠
い
齢
者
の
み
な
さ
し
ん
に
と
っ
て
は
、
自
分

d
i
l
l
J
i
t
-
-
l
J
4
7
γ

仕
事
の
依
頼
1て
あ
る
市
民
の
み
な
さ
た
お
金
ゼ
孫
に
向
か
貿
っ
て
や
ろ
う
と
の
能
力
や
希
望
に
合
っ
た
記
砲
で
観

一
会
員
の
状
況
一
ん
か
ら
も
霊
閑
語
し
て
、
温
か
い
い
う
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ
れ
ま
く
、
あ
る
い
は
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し

わ

fJJ〉〉、
fJ〉〉
1
〈

J}kt〉、し

l
i
-
-〈
一

ミ

一

す

。

出

に

は

、

「

社

会

の

た

め

に

役

立

て

い

た

だ

く

、

そ

れ

が

空

き

が

い

で

あ

八月一一一十
F

日
現
在
で
、
町
刊
一
一
口
一
同
弘
。
…
ち
た
い
一
「
家
に
い
て
も
退
屈
だ
か
り
、
乙
れ
ぞ
協
か
く
応
援
し
て
あ
げ
る

一
ニ
γ
間
人
、
女
ん
や
百
問
f
八
人
、
出
向
一
片
工
ど
…
ら
「
友
遣
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
と
の
が
私
た
ち
の
役
は
で
は
な
い
で
し
ょ

百

八

す

一

一

人

の

お

年

寄

り

が

議

し

て

一

蜘

け

ユ

ヂ

二

な

っ

て

い

ま

す

。

う

か

。

い

ま

す

一

鐙

な

ロ

ヂ

ぷ

一

定

、

吉

田

ー

な

さ

ん

と

感

訟

を

事

業

毘

へ

の

会
員
の

E外
壁
、
今
年
白
一
一
一
月
容
一
制
問
ブ
忠
一
一
一
聞
い
て
み
ま
し
た

i
、

h

来

日

現

花

で

明

性

六

十

九

え

説

、

女

内

二

三

日

箆

、

相

関

工

大

議

長

田

数

世

教

師

を

詳

し

合

わ

せ

性
六
t
f
七
。
七
歳
、
設
で
六
十
九
智
や
腕
。
胞
左
原
市
一
し
て
お
ら
れ
た
警
皇
室
ん
(
挑
六
十
歳
以
上
の
宅
、
記
長
一
4

二
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室
田
喜
平
田
町
枝
九
円
、
祈
一
浜
町
ふ
警
は
「
退
職
接
、
毎
日
孫
た
い
と
い
う
在
、
生
き
が
い
事
業
出

ぞ
て
問
も
な
い
明
和
五
十
六
年
一
月
例
一
よ
開
」
一

m
m
戸
晶
一
か
に
幼
稚
抱
に
送
っ
て
い
る
課
義
け
事
務
窃
(
福
祉
会
館
内
平
警
追
分
ー

に
は
ネ
均
年
齢
が
六
寸
八
歳
で
あ
っ
た
岱
一
叫
の
り
の
教
一
額
三
て
い
ま
し
た
が
、
広
報
紙
で
生
き
が
い
の
時
電
逗
お
二
一
ニ
一
一
一
一
一
一
〉
に
申
U

の
で
、
約
二
円
高
に
一
寒
衣
と
っ
耕
一

1
開

設

糊

1

4
一
事
業
間
売
す
、
今
年
自
主
主
出
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
霊
長

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
民
一
宜
輩
、
、
、
算
U
W

一
侍
の
情
掃
作
業
(
一
時
間
五
百
円
・
一
員
に
な
れ
ま
す
。

L
一
体
転
掃
事
金
計
一

が
一
、
自
清
白
夜
、
町
一
日
一
-
一
千
円
)
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
ま
た
、
事
業
主
や
む
家
庭
の
み
な
さ

き
掃
、
内
工
誤
記
事
一
当
は
機
械
の
組
み
立
て
の
よ
う
な
仕
事
ん
で
、
高
齢
者
に
過
し
た
仕
事
が
あ
白

金

一

清

潔

層

大

熊

転

紫

殺
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
」
と
い
い
な
ま
し
た
ら
事
業
司
に
と
連
絡
く
だ
さ

が
ら
も
「
福
山
川
は
宅
部
か
き
れ
い
だ
い
a

発
注
さ
れ
た
仕
事
は
、
事
業
団
が

し
、
化
事
も
去
し
い
て
す
。
全
員
の
人
請
負
い
、
仕
事
に
合
ア
一
目
せ
て
会
員
を
慌

が
よ
く
聞
く
の
で
、
私
も
負
け
て
は
い
最
し
ま
す
。
仕
事
に
閣
す
る
責
任
は
、

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
仕
事
を
し
た
境
事
業
団
が
す
べ

τ負
う
ζ
と
に
な
っ
て

の
酒
が
お
い
し
い
の
で
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
実
績
で
す
が
、
昭
和
五

γ
在

日
与
の
八
月
か
《
り
一
A
7
q
の
七
月
ま
で
の
ニ

年
閣
の
襲
計
で
は
、
受
託
件
数
が
一
千

八
百
三
十
五
件
、
任
説
業
人
員
が
二
万

二
千
九
百
四
十
四
λ
、
会
員
へ
の
配
分

!ii1221iH171jiTF属議麗1jpiiz主主主主;
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ざ
さ
ん
は
、
耳
が
不
自
由
に
な
ら
れ
て

補
聴
器
を
縫
っ
て
い
ら
れ
る
が
、
務
長

室
冗
気
で
出
超
f
へ
「
い
つ
ま
で
も
お

七

十

七

甑

以

上

白

方

密

千

百

一

一

一

十

人

贈

ら

れ

た

。

一

見

認

で

」

と

い

う

市

長

田

卦

一

日

葉

に

、

大

一
一
招
吉
、
九
月
十
開
出
回
、
市
民
セ
ン
タ
ま
汁
一
、
敬
老
の
臼
を
前
に
し
て
九
汗
き
く
う
な
ず
い
て
お
ら
れ
た
。

で

敬

老

祝

賀

会

が

開

か

れ

た

。

当

白

二

日

と

六

日

に

、

市

長

が

九

十

八

揖

以

百

一

龍

の

府

川

イ

セ

さ

ん

は

、

「

知

一
、
結
婚
五
十
年
を
迎
え
た
な
去
掃
吾
、
主
計
刻
字
f

っ
て
い
る
友
達
が
い
な
と
な
っ
た
」
な

一

一

十

七

組

、

結

婚

六

十

年

事

え

た

と

弘

ミ

え

一

γ

み

ど

毒

さ

れ

、

ま

だ

ま

だ

重

な

と

こ

記
念
品
が

1
1守

口

一

旦

つ

り

一

ろ

貫

主

し

お

ら

れ

た

。

子
治
艇
)

f滋
り
、
九
月
一
一
日
焼
崎
十
安
静
か
ざ
さ
マ
訂
詰
諮
問
日
。
(
岡
崎
〉

i

;

 

強

d
J
=一
ι1Jivj
ん
(
吉
一
一
替
、
夕
陽
ケ
丘
町
梓
川
イ
喜
一
歳
府
川
イ
セ
さ
ん
(
夕
鶴
ケ

聞
が
宇
品
一
Z11川
セ

さ

ん

(

百

一

喜

代

官

宮

古

田

丘

)

措

ぷ

伊

保

管

沼

、

噛

助

さ

ん

(

九

十

八

ぎ

の

お

苦

訪

マ

九

十

九

議

渡

辺

ト

ミ

主

義

制

上

田

高

齢

者

自

方

々

を

訪

れ

た

。

ず

れ

た

。

季

、

藷

節

キ

フ

さ

ん

(

紅

ケ

出

)

捕

ιの
市
長
訪
湖
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
市
内
盤
石
品
齢
者
で
百
二
揮
の
官
一
掛
か
マ
九
十
八
揖
在
日
w
ノ
イ
さ
ん
〈
中

附

塁

〉

、

古

田

畷

尉

さ

ん

(

代

宮

町

)

、

市

杉

苔

ひ

さ

さ

ん

(

膚

ケ

原

)

、

日

井

イ

ト
さ
ん
(
穏
延
)

マ
今
年
も
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
一
一
一
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
棋
の
告
麗
交
通
安
全
一
運
動
が
行
わ
れ
る
。
市
ム

マ
内
で
は
、
今
缶
に
す
八
わ
す
で
に
五
言
五
十
件
由
交
通
事
故
が
発
怨
し
て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
多
い
ミ
ニ
パ
ム

マ
イ
ク
な
ど
-
一
輪
車
由
事
故
。
一
時
時
少
し
て
い
た
歌
、
調
運
転
や
無
免
許
運
転
に
よ
る
事
故
も
、
ま
た
増
王
マ

マ
抽
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

ιれ
ら
の
交
通
事
故
で
、
多
く
の
羊
供
や
お
年
寄
D
が
被
容
を
受
臣
、
み
な
ム

マ
吉
ん
、
交
返
ん
l
ん
を
守
り
、
交
通
事
故
を
な

5frフ。

よえー…ド
あなたのアキス予防は…υ 号

1、戸締まりはしっか習しているか

包南京錠はζ わされやすいので安心できない。

・ねらわれやすい出入口、窓にはカ辛苦二重量

につける。

2、カギは自分で持っているか

・牛乳箱の中などには讃かないようにする。

3、輔自近所に声苦かけよう

. ~亘書単の多い旺〉は午後 l 時~3時むろ、お

互いに留守むたのみあいをしよ'j。

Cf'ロポ」もあっと驚〈近所白呂〉

平塚市貫主犯協会
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梢
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建
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談

9
月
羽
田
〈
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〉
円
以
時

i
m時

予
約
制
(
電
話
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〉
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登
記
、
供
託
、
抑
制
緩
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談
閉
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同
月
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(
金
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5
話
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。
住
宅
褐
議
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っ
せ
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抱
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9
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白
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i
m時

G
定
明
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金
語
読
叩
山
首
A
H
B
〈
木
)
却
時
j
お
時

。
一
般
市
民
相
桂
毎
日
〈
た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

a
g

題
祝
肝
ロ
は
臨
く
U

〈
〉
消
費
生
活
回
開
設
毎
週
金
櫨
日
、
初
時
itM時

。
珪
問
問
考
薬
特
許
栢
議
拘
万
4
日
(
月
)
問
時
ir日
時

老人の健康診査

病気の早期発見、予防治瞭に若人健

撰診査を必ヂ受けよう。

。実施期間 9 Pl 16 臼 ~10月初日

。 実 施場所各院智雄関

。対富良者構65帯以との老人

。各家庭で主治震をもとう

自分白身近で{埋壊や病気についてS

Cろから相談や受診できる主的医をも

とう。年をとると病気がいくつも震な

の、どれV'ら拘按ずるかが大切だから

担 当 描 祉 課 老 人 福 祉 部

ご利用を
資
少
年
判
明
談
窓
〈
市
民
セ
ン
ヂ
ム
一
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七
一
一
一
一
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月
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付
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時
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山
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と
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毎
週
月
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(
第
五
控
除
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均
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5
お
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母
子
栢
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毎
週
月
5
金
閣
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9
時
i
話
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初
分

〈
正
読
経
克
輩
扇
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毎
適
月
1
金
田
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9
符
〉
刊
四
時

。
高
齢
者
職
難
制
相
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毎
週
月
1
金
曜
5
9時
ぬ
分
1
付加時

土
盟
百
は
ロ
時
ま
で

巣
市
会
問
問
栂
談

9
丹
羽
目
(
金
)

時時時
1
珂再開

平
捜
駅
北
厄
恋
愛
用
パ
ス
の
中
で
相
談
を
受
け
る
。



制
長
年
、
み
な
さ
ん
に
と
利
用
い
た
だ
い
た
市
両
院
セ
ジ
点
、
結
婚
式
溺
は
、
今
年
度
か
b
カ
ル
チ
ャ
ー
教
山

州
事
芝
し
て
長
ま
れ
変
わ
っ
た
a

市
民
セ
ジ
虫
ー
で
は
、
す
で
に
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民
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な
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瓦
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ふ
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あ
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、
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ン
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ロ
ピ
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州
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。

C
の
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務
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よ
る
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慧
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検
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ャ
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潟
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敢
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で
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計量器の定期検査

I 9月初日 ム没協土沢支所|

I 9月21白 金目卦民館 1 

I 9 fJ22臼 ム城島公民館 j 

l 州一 l9月24日 産妥協出原支庖|

9n27臼、 28日 i

l 平一 l 9月四日 農協IIs支所 j 

9月初日 燦協神田支所 l
I 10月 1臼 ム撲協岡崎支所 l

A農協金田支所 l
I 10月 4日 合間庁舎 1 
10月 5B 松原公民館 j 

10月 6日、 7日|

富士見公民館|

10月 8臼 花京公民館 1 
10月12B 大野公民館

h 繋 110月13日、 14日、 15臼 i

-詩(間開52話器|
ーは謹 lか b午世出時三去百 l 

:工斗!1) ム日目立午前9時30分から j

減量点 111時 30分去で、 A印は午後|

容量塁 <0 1 1時から 3時まで

冗盈 | なお1台につき 2∞円-1
三間 I 500内心手数軒が必要。 I
。唱

村、
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午
巾
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(
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の
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館
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へ
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の
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、
南
沢
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郎
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な
ど
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)
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市へのご窓見や婆望、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

の

• 9月初日 1(時 -12時沼之官公民館

ク 14時-1揮寺大聖子公民館

? 191時-21時 八 幡 公 認 貧 富

・10月 7B 1α時-12時海陣地主主金臨

l' 141時-16時なでしζ 金館

ク 球時-21時花京公民館

・10月日出時-161時松原公民主君

担 当 広 報 課 $ 聴 偶 媛 豊 富 23-1111

ペーパークラフト教窓

たばこのさ望書精でかさやたぬ

きを作ってみせません1;'0
と さき 10月22日-23日
ところ市民プラザ

申し込み 10月12日までに日本

専売公社平塚営業所(竃話21-
0021)まで電話で由し込みを。

'"有p
k白 1k9 

7α)[1 

薄力粉 1地

1 2パック

65m4額入

厚著 100"

MIQ宮入

1百m'

182配達

人と人とりふれあいをまめて、ータを

楽し〈遜むず鎧し物として、 8月にひき

つづ吉令なんでも夜市、を開きます。

とき 9)]25日
午控5時から8時まで

出亙の夜市より 1時間早く

な Eフました。

ところ市民センク一期辺道路

出 l高内容野菜、果実、魚介類、菓子

地酒など白部売、バナナ由

たたき売1フなど

粉 石けん

合 成洗剤

砂輔

サラダ抽

IJ，愛粉

しよう泊

トイレツト
ペーパー

産主 肉

鶏 q~

プロパン

丈丁 ?飴



前づくむ伸iまそうつなごう下水道

公共下水道は家庭、商官、工場などあらゆる建物か

ら出る汚水の排除をはむめ、〈み耳'"使所の水洗イ己や

河I!I、海なと白公共用水域の汚水音防ぐなど、清潔で快

適な生活を営むために欠〈 ζ とのできない施設ですe と

整備された区域の方は 1臼も早〈歌迭してください。

く〉写真コンクー)~
。主主童 下水道に欝ずるもの

。申し込み 平 102東京都千代田ほ紀尾井富了 3-6

ぷは

!日L C 

尊いう

臼本下水道協会写真コンクーノレ係簿話03-263-4691 )*(改造工事は、軍摂市公持下水道指

0対象 キャピ永以上のカラー写真、 10月10臼締め切 定工事底でお原理いします。詳しい

り ことは市下水道部業務課へD

9 f118白 黒部丘軍部自怜会

9月21t5 ケ浜東部自治会

9月22日 古屋域ケ丘自治会

9月24E-l杭慌ffir自治会

ふじみ野集会所前

金呂公民館

吉沢公民館

須賀公民館

地 公 民 館

チ'->r-n同7う王道宜百
援活公民民1
南原公民館

横内公民館

中央綴協北金目意麗

東中原公民館

海岸地区町長会館

大野公民館

花木公民館

金田公民館

八幡自治会館

中鼠A民館

9月25日 八1重県白虫、ココス自治会

9 月27 日 ~28 Ei 拍車E了余白?併合

拶島公民館

四十瀬J!)公密

9}ミ3298''''''''30日

日むろ市の施設を見る機会の少ない方のために

市にどのような施設があるかを見ていただき、市

政を理解していただζ うと認鎧しますp

く〉ときぬ月(~え〉
。舞台 S時 50分解散 16時ご ろ

。コース 図書館 (50周暗記念映庫理重賞〉 粗大

むみ破砕処理場大神環境宿生セYタ} 北部

学校給食共向調理場仁屋武).土屋霊童習 湘構

赤十字血液セン主ー

く〉申し込み往復はがきに、住所、民名、鐙話番

号をき日入dコヨえ「干 254平塩市換唱凶J9--1市

広報重量広報係Jへ、 9fヲ258までに申し込む。

先着50人。当8u歪食代として18仁丹E、要。



被災時には人命吾預かる救譲渡。消防融員が掘かなア~-ハイス初期消火訓練。日ごろの寄離があれば、いざというとき安IC¥

九
月
一
白
は
、
防
災
白
日
。
毎
年
、

ζ

白
日
を
中
心
に
全
国
各
地
ゼ
防
災
の

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
堤
前
で
は

八
月
二
十
九
日
(
日
)
、
富
士
見
的
涯

で
早
塚
市
防
災
地
台
一
訓
練
九
庁
長
施
し
ぷ

し
た
。会

湯
の
県
立
平
塚
授
業
高
校
グ
ラ
ン

ド
に
は
、
午
前
ム
時
か
ら
避
難
訓
紳
を

し
な
が
ら
地
区
の
人
た
ち
約
四
千
λ
が

続
々
と
韓
合
。
判
明
消
火
訓
練
、
医
閣
官

投
護
部
親
、
掘
り
ょ
主
仮
設
制
訓
練
な
ど

地
震

γ漏
え
た
数
々
白
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
為
万
一
日
に
は
、
市
職
員
を

中
心
に
市
役
午
前
室
宅
、
予
知
対
応
製

の
防
災
訓
融
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

産業まつ!JQ)行事にお弁当コンク}ノレを行

います。市民のみなさん日ごろ白患者をきそ

ってく ttさい。

Eコンタ Jし3

①行革弁当の部 ②幼稚関弁当の音量

①中高主主等弁当白部 ④勤労者弁当の部

骨申し込みはがきで住所、民名、年齢

出品別の部世記入白うえ、平翠市米消費

拡大推進協議会 〈干254平塚市浅間ffiT9

1 平塚市役所農駿課内〉あてに、 10

月 5日までに申し込みを。

三ノャ

雪月 27箆(月〉午後 1 草寺~8~寺

10丹4日 ( 月 〉 グ

10月25同(Jl)グ
出軟式テニス13時 --16時。
バレーは16時~20時。

なお、運動〈てつく上ば書用〉と璽動のでき

る間諜で事加するζ と。

体育課 寝童話31-3060
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宮
角
一
芸
「
夏
の
部
」
の
入
選
者
が
、

ζ
白
ほ

凶
マ
日
程
ぬ
月
同
日
日
か
ら
m
M
湾
3
自
ま
一
門
染
色
コ
1
1
}

一O
申
し
込
み
九
月
二
十
一
日
ま
で
に
一
P
決
ま
っ
た
。
〈
敬
称
酪
〉

ご
め
一
昨
週
金
曜
滋

(
8
8
、
午
控

6
E
3
)け
ち

号

ハ

y
一
は
が
き
で
、
コ

l
x
Z名
、
住
所
一
円
毎
回
選
者
石
川
い
わ
お
一
マ
一
一
席

V
一
一
駕
野
蓄
が
じ
ゃ
定
な
っ
て

問
時
ぬ
分
か
ら
8
時
卸
売
ま
で
一
カ
チ
、
手
ヌ
げ
袋
、
の
れ
ん
を
作
る
。
一
隻
間
番
号
、
生
厚
月
日
、
職
業
者
認
入
一
マ
一
席
額
九
〈
拭
い
て
時
間
在
抱
き
ょ
一
の
肉
北
京
ダ
ッ
ク
に
揖
判
中
心
刺
す
秋
一
る
火
事
一
現
場
小
田
部
再
(
域
所
〉

髄

マ

対

象

高

差

以

上

犯

人

一

言

程

m
月

8
E
E
Z喜
一
の
う
え
、
一
T
翌

境

問

罪

1
1
m

一
ぐ
る
宮
川
ふ
み
(
片
岡
)
一
山
春
江
〈
小
銅
島
)
一
回
席
重
量
(
松
風
町
)
、
五

伺

V
講
師
平
塚
覇
研
究
室
蚕
古
一
で
由
岳
連
金
曜
日
〈
4
号
、
午
誼
1
一
喜
市
中
央
公
民
館
〈
龍
語
純
一
一
一
一
芝
浦
初
め
て
の
海
へ
小
喜
繁
一
マ
一
一
一
席
望
者
ル
ー
プ
橋
雪
楢
一
席
中
山
正
夫
(
袖
ケ
浜
U

、
六
席

め

詩

夫

氏

一

時

普

か

ら

4
撃
で
一
一
一
〉
へ
。
多
数
の
き
は
拍
せ
ん
。
一
な
鈴
木
利
夫
〈
撃
事
一
醐
は
渓
の
青
葉
の
中
に
見
え
ぎ
り
高
一
A
寸
幸
男
(
幸
号
、
七
席
葉

於

マ

警

費

千

内

一

一

守

一

一

一

一

席

壁

一

豪

華

り

そ

め

し

嬰

に

一

喜

久

江

〈

東

八

幡

〉

一

竜

二

重

旬

、

八

席

増

砲

撃

で

童

コ

l
る

一

帯

農

大

単

講

盛

時

事

轟

一

並

べ

白

井

あ

き

(

甫

金

百

〉

一

県

上

野

妻

子

(

平

塚

)

、

五

一

(

章

、

九

席

農

作

次

郎

(

馬

"

撮

影

む

ポ

イ

ン

ト

、

重

審

査

一

一

躍

需

要

手

書

留

縄

〉

、

一

席

憲

章

(

横

内

)

、

露

呈

入

車

町

〉

、

十

席

霊

雪

量

ト
等
翼
手
法
を
学
習
す
る
。
一
中
央
ハ
食
事
業
と
し
て
開
か
れ
て
一
マ
講
師
東
海
大
学
教
授
鈴
木
会
氏
一
語
襲
変
さ
雲
町
)
、
六
一
翼
円
上
吉
沢
)
、
七
属
病
重
一
平
)

庁
マ
臼
丞
知
見
習
か
ら
ロ
月
8
自
ま
一
い
る
重
大
学
講
座
で
は
、
高
官
一

v重
人
員
印
人
一
席
草
野
暁
子
(
長
号
、
七
席
高
一
〈
達
上
ケ
丘
〉
、
八
席
加
藤
武
(
八
一
塁
選
者
会
要

門

事

量

議

官

〔

8
8
、
午
揖

8
一

四

一

重

量

募

集

す

る

。

一

義

材

費

七

真

一

橋

武

(

上

辛

口

8
、
八
席
佐
藤
食
代
一
霊
前
〉
、
九
席
中
村
情
予
定
水
竺
席
「
最
後
の
夜
」
岩
本
書

議
時
間
四
分
か
ら
9
時
ま
で
一
門
オ
リ
エ
ン
ト
に
お
け
る
文
院
の
起
源
一
門
日
杢
筒
憲
法
』
一
子
(
ふ
じ
み
野
)
、
九
席
上
原
栄
作
一
台
)
、
十
席
藤
巻
と
め
乎
(
花
木
一
〈
土
麗
〉

n
v霊
童

、

成

人

初

人

一

と

量

一

日

本

国

憲

法

の

仕

組

季

喜

章

一

白

言

、

十

席

角

田

み

ち

子

一

品

目

)

一

マ

一

一

席

「

岩

空

襲

輝

彦

(

田

マ
草
間
南
写
真
家
協
会
童
、
升
一
オ
ロ
エ
ン
ト
(
中
東
〉
地
墳
の
現
状
一
瞥
す
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
話
題
に
一
〈
長
持
)
一
門
川
惣
選
者
藤
沢
喜
一
村
)

一
水
産
、
間
貧
箆
見
邦
博
氏
支
古
代
田
諸
文
訴
に
つ
い
て
室
。
一
な
っ
て
い
る
書
簡
績
を
考
え
る
。
一
門
知
務
選
者
中
村
豊
田
一
主
席
カ
ル
ダ
ン
白
野
量
産
帯
一
ヤ
一
一
一
席
「
ζ

白
岳
小
沢
皇
子

ヤ
ら
レ
U

民

う

一

マ

敢

材

費

一

一

一

一

言

一

V
日

韓

背

6
旨
か
ら
口
語
固
ま
一

7
8程
ぬ
月
尚
早
急
告
喜
一
マ
一
席
轄
の
ま
ち
に
打
ょ
す
る
量
一
望
す
る
草
野
草
(
長
持
〉
一
(
棒
読

F
S

吋

J
J
1
9沼
じ

一

門

番

コ

I
ス

〕

一

で

の

水

曜

日

吉

田

)

、

午

揖

2
誌
一
で
の
菌
、
午
桂
1
時
初
日
刀
か
ら
3
時
一
白
書
に
霊
プ
ロ
ッ
ク
畷
な
み
は
る
一
宝
一
席
旅
の
恥
主
人
重
野
天
風
呂
一
罪
霊
童
〈
章
、

詳
し
い
こ
と
は
社
会
教
育
課
へ
一
一
ア
ィ
一

uuuh--い一
誌
は
げ
一
九
三

E
Z
E
E
-
m
一
見
ド
E
E
-
-
=
-
E
E
E
L
-
2
ヨ
げ
一
-
J
F
E
E
Z
E
-
5
2
一E
一
一
訪
問
当
日

EZEm--z
一
一
一
一
汗
一
;

欝
一
一
手
図
一
選
前
文
袋
張
、
き
た
一
組
写
真
(
一
極
一
設
ま
で
)
③
出
品
一

1
l
i
l
i
-
-
i
J
一
る
も
由
と
認
め
ら
れ
た
。
一
環
謀
、
環
境
漏
出
生
業
務
翻
訳
、
大
袖
環
境
一
局
、
農
業
蚕
員
会
事
務
局
H
酒
涯
に
処
一
人
平
塩
市
生
き
が
い
事
業
日
出
日
各
団
体

る

十

克

一

一

十

砲

事

ら

土

月

十

音

一

点

数

は

制

限

を

@

サ

イ

ズ

は

、

小

二

監

査

の

結

果

ご

門

霊

量

第

九

き

一

聖

書

タ

l
、
建
設
管
理
謀
、
道
路
一
理
さ
れ
て
い
た
。

τも
童

話

警

告

そ

っ

て

お

ま
官
、
中
央
量
警
察
れ
る
を
亙
の
部
〈
国
語
〉
と
大
裂
の
部
〈
半
一

f
i
l
l
i
j
L
一

量

意

義

E
た
軍
事
富
一
補
修
謀
、
滋
路
建
設
謀
、
襲
謀
、
公
一
山
間
防
本
部
(
庶
務
課

Yお
お
む
す
、
事
華
麗
は
お
お
む
ね
良
好
に
な

に

な

っ

セ

一

望

者

主

義

ε

一
平
塚
市
監
事
国
は
、
豊
田
襲
一
患
五
土
百
年
度
第
空
調
ず
る
育
輯
地
課
、
下
水
道
謀
、
排
水
施
設
石
軍
L
処
理
さ
れ
て
い
た
。
一
さ
れ
て
い
る
も
り
と
認
め
ら
れ
た
。

急
電
車
作
品
白
書
演
す
露
関
・
小
型
車
一
一
一
世
一
日
向
一
裏
の
と
お
基
表
し
た
。
一
事
務
の
執
行
自
主
霊
講
義
二
謀
、
警
委
員
企
(
妻
、
施
設
一
マ
監
査
量
日
七
月
五
日
付
一
門
襲
A
襲
撃
ニ
骨
}

が
決
ま
っ
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
。
ふ
一
・
室
露
五
百
円
一
マ
豊
富
石
器
産
一
マ
監
事
実
筋
書
昭
和
手
七
年
夏
、
善
命
館
、
東
部
・
北
部
a

霊

一

喜

重

第

十

喜

一

星

害

襲

定

期

警

(

地

方

自

宅

E義
者

。

一

V
搬
入
十
月
二
十
一
君
主
量
一
マ
開
閉
豊
富
一
回
月
十
一
芸
員
室
頁
十
日
ま
一
学
校
給
金
共
問
調
書
、
社
会
教
育
一
マ
監
査
の
種
類
出
資
団
体
の
喜
一
措
法
第
一
九
九
重
一
議
に
よ
る
)

門
務
自
謹
一
六
時
か
ら
八
時
一
ニ
十
分
ま
で
一
マ
重
喜
瑳
窒
基
準
に
よ
る
。
言
及
び
向
年
五
月
二
十
一
日
。
一
諜
、
障
育
謀
、
指
導
室
、
審
館
、
博
一
〈
地
方
自
治
喜
一
九
九
提
第
六
喜
一

v童
書

離

と

し

た

重

著

書

マ
応
嚢
措
市
内
産
主
主
銃
一
マ
掘
出
十
一
月
六
日
(
多
量
互
マ
監
蚕
公
害
六
月
一
平
五
百
付
一
マ
霊
の
対
韓
と
し
た
署
名
霊
び
一
物
語
、
書
研
究
所
)
Hお
お

む

ね

遍

一

よ

る

)

一

昭

和

五

十

六

年

度

の

豪

語

す

る

の
方
円
高
霊
童
)
一
時
か
金
ハ
時
ま
で
一
マ
監
事
種
類
語
襲
(
地
方
自
一
結
果
一
語
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、
一
部
の
謹
一
量
蚕
の
対
象
と
し
た
事
費
量
盟
一
事
一
拐
事
詰
皇
、
予
算
四
執
行
、

マ
童
書
①
童
、
影
響
す
イ
一
員
い
合
わ
せ
柔
(
電
雪

1
0
一
世
喜
一
九
九
重
量
に
よ
る
〉
一
宮
閤
調
整
謀
、
広
華
、
職
員
謀
、
一
〈
か
い
)
に
履
行
確
認
の
軍
備
が
あ
っ
一
昭
和
五
十
六
年
度
の
量
に
か
か
る
一
収
入
'
益
事
務

ズ
は

5
3人一

皮
肉
⑨
一
二
一
一
菌
、
夜
間
辺
i
四

四

一

三

塁

王

霊

量

費

き

一

管

室

、

用

度

謀

、

市

史

編

支

援

、

一

た

言

雪

れ

た

い

e

一
出
納

-Z理
事

務

一

マ

鍍

事

実

施

期

間

昭

和

五

十

左

翼
各
佼
事
で
、
た
だ
ち
に
襲
一
量
克
写
真
館
〈
電
話
幻
1
一
四
回
一
マ
警
察
空
し
t
事
事
著
書
一
市
民
襲
、
市
民
謀
、
交
通
安
全
索
、
正
重
量
第
十
三
一
長
者
耳
目
方
法
語
障
に
対
伝
費

喜
る
も
由
。
…
一
)
へ
。
一
一
結
五
来
年
度
最
著
書
務
一
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ぴ
わ
青
少
年
の
輩
、
一
ザ
豊
田
対
韓
と
し
た
童
書
覇
に
か
か
る
文
曹
、
財
務
妻
、
韓
勘
定
耳

語
入
士
投
手
官
喜
量
一
門
震
の
部
同
一
白
う
ち
、
義
年
度
中
に
異
動
の
あ
っ
一
月
賞
謀
、
喪
約
調
整
謀
、
計
画
課
、
菅
一
昭
和
主
ハ
年
度
目
害
関
す
る
一
事
白
提
言
語
、
出
資
島
に
そ

沼

-

時

五

時

ま

で

'

一

三

1
マ

霊

長

辰

吉

害

防

涯

の

2
主
抽
・
建
物
量
一
襲
、
輯
会
事
務
局
〔
庶
務
課
)
、
教
一
事
務
白
執
行
む
う
ち
、
予
算
ゐ
執
行
、
一
つ
が
い
重
存
わ
れ
た
か
、
事
務
処
理

町
田
門

V

掘
出
十
一
月
一
一
日
(
火
)
午
控
五
一
円
V

搬
入
十
一
月
一
首
公
)
午
前
十
一
理
事
務
。
育
委
員
企
(
学
務
課
)
、
構
防
車
部
一
収
入
・
支
出
事
務
一
は
良
肝
に
な
さ
れ
て
い
る
か
筆
為
抽
合

9
票

実

時

ま

で

お

ま

で

一

長

警

護

期

間

昭

和

五

十

七

草

一

〈

庶

務

課

〉

H
選
定
に
処
理
さ
れ
て
い
ず
監
事
実
施
期
間
昭
和
五
十
七
主
的
に
監
査
す
る
方
法
で
翼
施
し
宍

品
マ
問
い
合
わ
せ
基
教
事
幸
俊
一

v盟
十

一

月

六

日

(

土

〉

午

章

一

費

十

九

記

長

年

夏

目

ま

一

均

一

五

月

七

告

か

ら

雨

宮

十

七

日

ま

一

長

緩

め

護

婦

問

昭

和

五

十

七

埠

監

武

井

義

m
l一
八
九
一
)
一
時

-Eeま
で
青
春
開
年
五
芳
二
十
一
日
。
一
躍
翼
、
腫
麗
謀
、
商
工
課
、
事
一
で
、
及
び
同
年
五
月
二
十
一
日
一
五
真
白
か
ら
一
同
年
六
月
七
百
宅

覇
重
量
一
マ
問
い
合
わ
せ
基
警
課
一
マ
撃
的
事
と
し
た
署
名
費
ぴ
一
義
、
襲
づ
く
り
一
課
、
青
少
年
謀
、
一
マ
襲
重
量
と
し
た
署
名
郡
及
び
一
及
ひ
商
笠
ハ
月
土
台

自

由

革

童

福

斜

線

な

し

一

群

νく
は
、
基
警
競
技
量
背
結
渠
善
寺
霊
議
毒
事
一
駅
ピ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ

y
タ
l
、

勤

労

晶

一

結

果

一

マ

撃

の

対

韓

と

し

た

臼

悼

む

名

称

及

す
惇
品
規
格
案
発
表
作
品
に
限
る
一
係
(
襲
拍
子
一
一
二
肉
親
五
二
一
撃
等
霊
襲
撃
若
照
合
し
喜
一
館
、
義
謀
、
植
祉
課
、
楢
芸
館
、
一

ω重
要
局
(
庶
務
号
、
選
挙
管
一
び
結
束
期
間
貴
重
市
開
発
会

②
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
I
、
単
写
真
、
一
回
)
へ
お
た
ず
ね
を
。
…
果
、
お
お
む
ね
遷
主
に
管
議
さ
れ
て
い
一
環
境
保
全
諌
、
鍵
涙
謀
、
環
境
僑
担
菅
一
理
護
員
会
事
務
局
、
監
蚕
番
員
事
務
一
柱
、
平
塩
市
土
地
開
発
蚕
社
、
財
団
法

金自ノj学校 9 J'll6旬、 10月14自
民みずほノj学 校 9月168、10月14自

民万田県壇市営住宅 9月17臼、 10月 1日

ふじみ野団地集金所 10月 2目、 16日
海主主寺 9月218、10月 5日

出豊田公匡笠宮 9月218、10月 5日
荒田村ちびっ子広場 10月 6日、 20日

揖島公民館 10月 7臼、 21日
掠岡崎公民館 10月 78、21日

民金E百公E技官 9月24日、 10月 8日
土屋小学校 10月12白、 26日

四百沢公民館 10月12缶、 26日
来松延IJ.，~学校 10月 138、27日

・開設時間は13時 3C分から同時3C分まで。た

だいふじみ野部地襲会所は14.時から15時
まで。提出は15時から161時まで。雨天中止

移動国書銭あおぞら号B程

-一小説・文学〈ハ~~一一日~

吉田乙霊童 佐木隆三三

わが風土記 轟敦

若狭幻想 7J(上勉

青春の儀式 高木酒夫

現 D車隠密 大英丹控

努どき女どき 向田邦子

鴬を呼ぶ少年 目下表介

私の時間 吉田芳和

夫と曹のナイト話 志賀貿

輯・斎藤茂吉伝記 柴 笠 間 稔

-一家庭・生活~~~~~

ハイテクニック暗室晴 渡 辺 晃 一

四季白釣担、関東繍 講談社

けん三E 藤 原 一 生

.旅行ガイドブックがた〈さんはい

りました。む利用〈ださい.

会星を見る会「月を見ょうJ
仲棋の名月直前の月を見る。要参加は自由。

当日は、時間までに制学教室へ指揮まりを。

なお、雨天でも符う。

・臼時 9月288CKコ 18時~2昨時

女体験学習「紙をすこう」

苧すき和紙の技惰を学びながら、実際に釆白

紙をすいてみる。

日時 10月248(8) 10時~15時
・事加費 50位向

・申し込み 10月10日までに往復はがきで。

若手数四ときは、抽せんでお人。

1:<秋期特別展「名義援」

茶白湯などで有名な大徳寺田高櫓白盤跡約

40点を集め展示する。 仁入場無軒。

・期閣 10月12日 αo~10月出回〈臼〉

会展示替えのお知らせ

寄贈品コ}ナ…では、1OJ'l.187'}'6二見和

節遺押7点を展示する。おたのしみに。

合休館周毎週月園日、祝日、月来

食博物輯干254桟潤町12-41鰭諮33'-;;111



小学校入学部61，)>月四Pフテ旦ア予坊主葺種

は、混在中止語れています。また、痘そう

仁種謹むも、混在中止されています。

予防護麓に鵠するお陸軍い合わせは午前中に。

・市鍵接話聖 篭 話 (23コ 1111円融 259
・保健セYター穏話 (34)0311 

唱静受けられない人
①予防接種を受けて 1週間たっていない人.

②はしか、 BCG、種在室、小児マヒ生ヲクチ

Yは、 1か月の問自曹をおいて〈ださい。

③その他、有耳鳴患者、けいれん校体質など医

簡に止められている人。

@予防接種に舟婆なもの
①母子健康苧幅〈転入した人は!日住所で使

用していた母子健康幸唱をお持ちくださ

い。コ

CID問診察 E己の票は必ず家で記入し、体拐

を測定して遥て〈ださい。コ

I1R9日 56月 5J'l11 B-20日空

11月16日 56年 5月21B-羽田生

12月 7B 56年 6月 1日-10民主主
12月14臼 56年 6月11日-20日生

12月21日 56年 6J'l21B-30臼生

1月11日 56年 7J'l1臼-10臼生

1月18日 56年 7月11日-20日生

1J'l25日 56年 7月21日-31B生
2月 1日 56年 8J'l1臼-10自主主
2月 8日 56年 8月11B-初日生

2月15尽 56年 8月21日-31臼生

3月 1臼 何 年9月 1日-10日生

3J'l8日 56年 9月11日-20B主主
3月15B 56年 9月21臼-30日主主

ひらかわ なう

王子JIl 輔ちゃん
会中原 1-2-35 控訴製作所

へお勤めの平日怖さん (27措む
と境美吉ん α7撞臼の二男。混

在 8か月半で身長74開、体重9
lqj、57年 lJ'lIB生まれ。

耳の大宮い人は出t!tるすとい

われているので、ママは期時し

ている。いつも遊んでくれるお

兄ちゃん白奇話 (3語むとは、

ときどきおもちゃ白取りつζ で

けんかする。盟近童話しがで書る

ようになった醐ちゃんは元旦さと

まれと珍らしい。

t 官事付金、 (~事》官担はがきに住所・父母の記名・赤ちゃんの
〈 券築〉名まえと生時月日・親白牢齢・震童話番号・父緩め醐

を欝いてお出し〈ださい。対象は1年釆事靖自捧ちゃんです。応算された
はがきは、毎月20日 (20臼輔自日まで〉に締切D、翌月白広報紙に掲載し
ます。掲載した赤ちゃんには、記士写真と掲載広報紙10部を差しあげま
す。<奇月の応再審l立14人でした〉
盟晶て先・干254捜潤ffir9番 1号・平器用広報盟赤ちゃん再軍部。

際金場保健セYター

畷受付午佳1時-2時

綴母子健康手帳志向・男1)冊、軍記用

具を持番 (3か月3由主本冊由晶、

r3;o、湾児1

10月 6日 57年 6月 1日-10臼生

10月初日 57年 6月11日-20日生

10月27臼 57年 6月21B-30日生

日韓見1

10月 7日 54年 8月 1日-10日生

10月21日 54年 8月11日-20日生

10月28日 54年 8月21日-31B主主

ヵ

7日 中原公民館、国豊田公民館

民揖高公民館

8日 金自公民館、神間公民館、

民間崎公民館

13日旭公民館

米中央農協土沢支所

14日 大野公民館、横内団地集会場

民金田公民館

15日 保健センター

離輯鞠麟鵜麟轟轟

10月中に 8か月から満 1惑になる

お子さんを対象に関〈。

務会場平器保健所講堂

翻日時 10月 8日午睡1時30分から

騒母子健康苧帳と筆記用高を持害

麹会場時鍵セYター

軍曹受吋 午 後1時-2時

覇軍母子鍵康手唱と筆記用具を持番

9月16日 56年 3月主主

10月 14日 56年 4月 生

11月11臼 56年 5月生

]2月 9日 56年 6月生

1月13日 56年 7月主主

2月10日 56年 8月生

3月17日 56年 9月生

綴対撮帯電3か月を経過して4歳に

濠ずるまで由乳幼児でBCG接種を

1問も受けていない人。

[2月1
置ツベルクリン接種

1日 福祉晶龍、健保虫館

2日 大野公民館、横内団地署生揚

束中央農協土沢支所

8 B 旭公民館、民豊自公民館

16日 揮鑓センター

勝判定 .BCG接種

3日 福祉企館、健保金館

4臼 大野公民館、横内団地車会場

間中央桂協土沢支所

10日 旭公E設耳、出鎌田公民館

18日 部健センター

α也白地区は58年 9月の予定です〉

盤議議離轟轟轟覇寵
翻対象 2揖 61，)>月三たで由乳幼児

磁金湯平壇保健所

開臼程 10月 4日、 18臼
綴 時 間 午 前9時-jα時30分
懇申し込み鑓話で平器保龍E所 (32
-0]30)へ予約する。できるだけ先

之
、
L

ナ
i
の

灘 第 1期 ..3路受廿る

・対象 2麗(24カュ月〉から 4歳 (48
tJ>月〉までの幼児。なお、接種間隔

は 2阻 3回とも 3週間から 8週間。

覇軍需2期 1回受ける

・対語表 第 1期の 3四日7うす終わって

から 1年以上1年 6か月以内の期間

に受ける。なお、第1期を早めに受

けて、軍2績もなるべく 4歳までに

終了するようにしていただきたい。

轟轟轟轟轟
摺 対 韓接積当日に櫛 31，)'月を経過

して18か月末備の乳幼!-Bc α8か月

に達しないうちに 2回白服用をすま

せる〉健鹿上の君主由で受けられなか

った人は、構4揖に達しないうちな

ら受けられる。

[10月1
6日

書ヤ

す
る。

き 9Jl23El (木)~28 El (火〉

午 前10時~午後7時

ところ ひらつか市民プラザ

紅控町立体駐車場 1隠

夏休みを利用して、市内IJ¥>=科学絞り児蜜生徒が

製押した禽癒〈ふう作品を箆示。

2豊富

と

担当溺ヱ課ヱ輯時電話23-1111内組出60

応募撞格市内の小・中学生

pt;揮規程 ①応募作品は1人 I点。②図柄は自由です

tJ'、 「韓議かな街づくlJJを喪現したも由。③用紙

。大詰さは54岨 X38聞とし、たて望書きにする。④ポ

スターの中には、穣鰭帯文字は一切理用し主主いo (吾

郎樹立自由.⑤護衛に学校名、学年、 E記名を明記し

てふりかなをつける。

応事事第3際 9月30臼 t木〉

応事事先公爾離婚喜融護政係

官軍話23-1111肉離425
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余談

総色対立、仲買人の圧迫によって

困難したζ ともあったが、役員。

総合員は一致河結してこれを乗の

越え、また朝市の人々自好みに合

う味・ 1哲'つべきさのイモを、早期

によ b多〈出荷できるようにと弼

ブゴした。中原田ノムI11宰遊C1887~

1964)は、 ζ うした人々の中で車

も顕著な事績を践した。

幸浩は問地問苗菊次郎白三男。

祖は、小田原北条ヲ寺ftには豊田や

そ田近郷を領し、近世に入ると出

原に属住して、中君sQJ触れ頭役や

中原御林白御林守をしていた。県

立農業学校を卒業すると、都市白

人々白好むイモほどのようなもの

であるかを謁査し、前記のような

イモを作D出すべ〈、以来そり研

究・実践に当たb、モの研究結沓

づく!J，植え;方、施鼠管理方法と

行き届いた。また、八幡にあった

県立操業試験場原額分場世良の沖

縄 100号普及に際しτは、その宵

磁を委嘱され、酒は全県下に、残

て 、 戦

こうし

た功績によって、昭和初年第1回

黄綬褒章授与の需に宿した。

仁文調Eヨ井弘〉京おたずね!立市史

輔さん醜へ〈電話31-0429)

>38< 
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、
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せ

E 丸大

E 大野村〈由ち田J)協同販売組合

言から出荷されるサツマイモには、

~ :5旬パD中に大田宇を入れた商醸を吋

E した白で、 ζDサツマイモは丸大

E討議〈かんしょ〉と称された。

三 間村の箆民は、QIj治22年から近

E在白仲買人を相手に-trYマイモの

E共同出荷をしていたが、問問1年、

E仲賢人と衝災したのを機会に、東

宝京・横浜の間民に度接出荷するこ

三とにした。

き こE時、京浜向け官接出荷の有

三制在説書、そ白方法を指導した由

三が、同村八輔の石Ji綴助く1835~

~ 190のである。

三 意義助は、 1"1村真土の豪革委平Iiげも

E兵簡白二男、務名仲三割払江戸に

三出て障害流白数学を学び目録に逮し

さ費接と号する。万延元年 0860コ
E八構のしょう抽融造石m藤滋の摺

三聾子とな!J藤助と改め、 E部こ主部監苦

Eで耳語学を学ぴ、民治 9年¢土地再

三文璽に際しては同地の再丈量を実

E 躍し、地濡函も完成している。 31

5年むろは家業に兼ねてサツマイモ

三白仲貿もしていたが、開業者自悪

吉徳に泣く農村の聾をJJil，かね、自己

5の利益を投げうち、 ζ の方法聖教

え、自らも京摂白酒屋を訪ね揖い

て翼約由連ぴに至らせた。
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一
一

内
、
別
北
自
治
会
七
斗
三
百
三
十

問
問
、
花
水
老
人
大
学
問
窓
会
金
子

信
吉
四
手
九
百
十
一
一
円

V
社
会
福
祉
へ
・
磯
締
輝
夫
二
千

円
、
出
代
間
程
子
十
一
万
一
千
百

十
円
、
相
曹
房
子
二
千
円
、
一
市

民
二
千
円
、
佐
藤
綾
子
八
千
七

百
二
ト
一
ニ
円
、
石
田
福
之
助
五
平

円
、
中
丸
み
よ
・
内
組
フ
ミ
噂
申
請
野

ハ
ル
司
内
田
久
子
四
千
五
百
円
、

大
野
中
学
校
住
徒
会
五
千
三
百
六

十
内

彰
一
田
容
か
れ
な
い
へ
児
)
方
へ
・
伊
東

軒
幸
九
千
三
百
十
六
円
、
佐
藤
武

雄
一
万
円
、
渡
辺
智
佐
ニ
千

円、

T
Y
一
千
円
、
つ
も
る
会
務

合
五
千
円

亨
心
身
障
害
〈
兇
)
者
へ
・
熊
沢
草

子
一
万
円

マ
交
通
最
先
へ
・
平
一
塚
市
中
小
工
業

会
々
長
神
山
実
五
万
円

作
一
。
、
橋
を
選
し
て
の
道
づ
〈
り

が
は
巳
去
一
り
ま
し
た
。
甘
い
も
、
砂

を
道
の
障
害
物
に
し
た
り
、
ト
ン

ホ
ん
を
こ
わ
し
た

P
一
点
別
議
事
離

で
し
た
が
、
置
か
れ
た
絞
り
間
安

ス
ム
ー
ズ
に
車
が
件
采
芭
き
る
よ

長
う
に
と
仕
事
を
し
て
い
く
と
、
ど

Z
別
も
る
釘
状
も
長
に
な
ら
な
く
な
れ
j

遊
び
も
ル
ー
ん
の
あ
る
も
む
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
、
友
達
と
遊
ぶ
方

遊
戯
援
で
遊
び
は
じ
め
て
~
も
砂
が
楽
し
い
と
遊
世
室
壱
去
っ
て
仔

や
水
遊
び
を
や
れ
な
い
子
が
案
外
き
ま
し
た
。

多
い
も
白
で
す
。
『
P
E
P』
で

E
君
の
お
母
さ
ん
は
、
五
骨
引
を

通
所
し
て
い
た
隣
同
ん
の
E
君
也
、
産
む
去
で
全
く
平
供
に
接
し
た
ζ

砂
に
さ
わ
る
の
を
た
め
る
っ
た
り
と
が
な
か
っ
た
白
で
、
大
人
と
向

「
ホ
や
っ
た
ら
い
け
な
い
ん
で
し
壊
に
接
し
て
い
た
け
れ
ど
、
拡
が

よ
」
と
、
や
り
た
い
け
れ
ど
な
か
澄
ま
れ
、
瓦
君
に
も
手
を
か
け
て

な
か
手
か
出
せ
去
せ
ん
。
や
ら
な
け
れ
ば
と
窓
T

つ
も
の
の
わ

は
じ
め
ナ
洛
同
席
者
と
会
っ
た
E
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
手
フ
の
で
は

君
は
、
ど
も
り
作
《
が
ら
も
こ
ニ
ご
さ
惨
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

名
前
や
年
齢
、
家
族
の
名
作
唱
ノ
一
百
河
口
い
い
ま
し
た
。
と
て
も
あ

霊

長

分

か

ら

詰

し

、

誠

監

j
弘
た
た
か
い
警
の
首
母

と
て
も
き
完
と
し
て
い
一
二
か
一
ピ
混
在
ん
だ
っ
た
の
で
す
が

去
し
た
ロ
で
も
そ
の
重
圧
勾
イ
ム
罰
星
も
い
ろ
い
ろ
と
気

刀
で
の
新
り
色
い
や
ボ
l

務
、
イ
れ
ハ
ド
に
な
る
ま
h
げ
に
、
お

ル
白
け
り
合
いy
b
v
す
ぐ
に
一
一
ヰ
寸
二
手
母
き
ん
と
し
て
は
強
く

は
じ
め
る
ほ
苫
、
ど
こ
か
で
が
ま
一
百
っ
て
い
な
い
つ
も
り
で
も
、
規

ん
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
ん
だ
制
し
て
い
た
こ
と
が
E
宥
に
は
大

な
と
愚
わ
せ
久
子
ヂ
で
し
た
。
き
ミ
ひ
び
き
、
自
由
に
遊
べ
な
い

そ
ん
な
瓦
君
が
、
「
い
い

fξ

状
暗
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

い
い
ζ
と
考
え
た
」
主
百
い
な
が
大

ωな
遊
び
を
選
蔵
峯
の
中
で

ら
、
や
り
た
い
け
れ
ど
誌
に
な
っ
や
り
直
し
、
心
の
安
定
を
得
て
、

て
い
た
砂
ポ
遜
び
雪
国
分
か
ら
耳
ぴ
し
っ
か
り
し
た
子
に
な
っ
た

は
じ
め
て
い
く
と
、
砂
場
に
引
を

K
君
で
し
た

D

。乎塚海岸El*ス投つり大会
と さき 101l3 臼午前 6 時~121持荒叉10月10日

会場平壌海岸仁相模川河口~花水111間口〉

申し込み 下記釣異民へ。受付は湘南海岸公園

-亀麗釣異沼、はせ目的異話、奥1懲罰異皆、坂井

西野宮民主主底、丸久商皆、砂くJ謹釣具底、

釣県西、鈴木釣具官、態iR釣民間、内

総釣鶴居、銀鱗哉、二宮漁苑、宮戸釣具底、轟

釣具皆、精出ポートj苫、府111オトト官、片倉ボ

ート百

平理市観光協会す在 L (23-1111内醸549)

み
な
さ
ん
の
と
協
打
者
。

マ
住
民
異
端
端
調
査

B

対
象
無
作
識
に
抽
出
し
た
お
提

以
土
の
担
女
約
七
手
八
一
百
人

G巡回臼程 9月18日(土) 1C時~15時平塚駅

it;口(ローターアタトクラブ)/9月21日仁火〉

10時~15時話栄工業/9 r~25日〈土コ 1α碍--15
時紅制町市平前〈平寂ライ万ンズクラブ)/9  
月29日(JI<)時 ~15i時平問主重工業/9 1l3C 日

〈木) 1出時~15時 三三菱間指/10月 1日 C金)10 
時~12時中央農協金田支所 '12時-15時中央
農協損島支所/10月 2臼(::t) 1口時~15時 紅谷

町府平前〈なでしζ ライオYズクラブコ 10月 3日

〈日)10時 -15時 みずほ小学校 C金白地区〉

い山八~ご協力品告がとうございま υたム~ー

平車市中央農協50京、自動車労連叛労267転、三

共闘111本、 重量問地主自治会32末、港地区自治会

69車、神器111県農協教青センタ本、薬斉リ照会

87革、神奈)1陳平塚合庁40本、平援駅前街頭331本
平車市役所14日本。

主著作@l平塚市社会福松震

とき 10月 18(金) "~5 日〈此〉

件前l町Ii~午後 6持まで

会場市民プラザ

10月 3日勾「後 I時から揖行者天間で保育

閣の「乙どもふれあい広場J も深かれる。
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